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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

本県黒毛和種の改良を効率的に進めるためには育種価判明率を

向上させ、活用していくことが重要であるが、現場では、育種価の有

用性が十分認識されておらず、現在の判明率は５０％程度であり、更

なる向上が必要である。本システムは、繁殖農家に対し、交配に必要

となる情報を総合的に提供するとともに、繁殖雌牛や生産される子牛

の能力を表す育種価数値を、グラフなどで視覚的にわかりやすく説明

し、最適な交配種雄牛を判断できるシステムである。本システムの普

及を図り、育種価の有用性の認知度を高めながら本県黒毛和種の更

なる改良を進める。

(1) システムはMicrosoft Accessにより作成。情報提供する雌牛は(社)全国和牛登録協会福島県支部が評価す

る産肉能力の推定育種価が判明しているものを対象としている（県内繁殖雌牛の50%程度）。なお、システムには

個人情報は一切含まれていない（図１）。

(2) 産肉能力については、繁殖雌牛に交配した場合の子牛の期待育種価を種雄牛別に算出し並べて表示する。ま

た総合的な産肉能力を把握するため、銘柄「福島牛」づくり推進要綱の改良目標値（枝肉重量、ロース芯面積、脂

肪交雑）より選抜指数式を作成し算出した総合育種価を表示する。

(3) 繁殖や哺育などの種牛能力については、（社）全国和牛登録協会が評価した子牛生産指数を活用し、初産月

齢、平均分娩間隔、育種価評価値をABCD評価で表示する。

(4) 交配時に参考となる情報として、種雄牛の遺伝病保因情報、繁殖雌牛がこれまでに生産した子牛の肥育成績

や子牛セリ情報を表示する。

２ 期待される効果

(1)繁殖農家は、経営内の優秀な雌牛を把握することができるとともに、最適な交配種雄牛が判断でき、その優秀な

産子を保留することで現状以上の経営向上が期待できる。

(2)繁殖性の育種価情報が与えられることにより、従来の産肉性に偏った改良から、繁殖能力、子牛育成能力など

の種牛性を加味したバランスの良い改良が推進される。

(3)交配時に、注意すべき遺伝病の情報が得られることにより、遺伝病による産子の事故率が低減する。

３ 適用範囲

県内黒毛和種繁殖農家

４ 普及上の留意点

(1) 本システムの利用には、Microsoft Access2003のソフトの導入が必要である。また、ＯＳは、Windows7では操作

ができないため、WindowsXPでの操作が望ましい。

(2) 産肉能力の育種価が判明しない雌牛については、本システムは利用できない。
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Ⅱ 具体的データ等

１．メインメニュー ２．雌牛を選択する。 ３．雄牛を選択する。

→交配シミュレーション実行

４．シミュレーション結果

図１ 交配支援システム概要
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